
　  
　 

　 

お使いの弊社製品が、取扱説明書、本体添付のラベル等の注意書による正常なご使用状態のもとで故障した場合、下記保証期間をご参照のうえ、お買い
上げの販売店までご連絡をお願いいたします。転居されたり、譲渡された物の修理等でお困りの場合には下記イトーキお客様相談センターへご相談くだ
さい。

■保証項目
●保証期間は、「一般社団法人日本オフィス家具協会（JOIFA）」のガイドラ
インに準拠して、お買い上げの日から下記の年限とさせていただきます。

上記の保証期間は、一般的なオフィスにおいて、通常の執務状態（1日8時間
程度）で使用した場合を想定して定めたもので、24時間、年中無休での業務
や、これに準ずる過酷な使われ方をする所での保証期間ではありません。
●保証期間経過後の修理については、有料とさせていただきます。
　（修理によって機能の維持ができる場合のみ）

保証書がご入用の場合は、お買い上げの販売店までご連絡をお願いいたし
ます。お買い上げ日は保証書に記載してお渡しいたします。

●火災・天災による故障または破損。
●改造またはご使用者の責任に帰すると認められる故障または破損。

●補修用性能部品の最低保有期間は製造打ち切り後5年間です。
　（エコマーク対象品は10年間です）
　補償用性能部品とは、その製品を維持するために必要な部品です。
　※仕様については予告なしに変更する場合があります。

不要となった製品の廃棄は、法令によりお客様が適切に処理する責任が
あります。廃棄の際は法令に従った適切な廃棄処理をお願いいたします。
ご不明な点はご相談ください。

■保証対象外の場合

■部品の保有期間について

お買い上げの販売店までご連絡をお願いいたします。
■取扱説明書を紛失した場合

■製品の廃棄について

■保証書の発行

■製品と修理（修理の範囲・修理に必要な期間）に関するお問い合わせ
イトーキお客様相談センター　　0120-164177　　https://www.itoki.jp/

●保証期間内でも以下の場合は有料とさせていただきます。
・取扱説明書や貼付ラベル等に従って使用されていない場合の故障または
　破損。
・中古品、第三者からの譲渡品・転売品の故障または破損。
・異常な環境下(高温・多湿など)でのご使用や保管による故障または破損。
・天然材料(木・革など)における色調、光沢等の質感の違い。
・お客様による納品後の移動や運搬による故障または破損。 

１年保証

２年保証 機 能

外 装 表 面 仕 上 げ

イスの上下・回転・ロッキング機構・可動部、 キャスター

３年保証 構 造 部 材 座部・背もたれ部、 脚部の構遺部材

塗装・張地 (皮革を含む )の変色、 褪色、 摩耗

●保証書がない場合、または、当社以外から納品の規使用品の場合は、製
　造年月日より概算（1年2年3年と）しております。

※電気部品については、下記の年限とさせていただきます。
1年保証 電 気 部 品 スイッチ、直流電源装置、電源プラグ、モーターなど

7 品質表示

8 保証の明細

寸法
 

幅
奥行き
高さ
座高さ

重量

張り材

クッション材

構造材

表面加工

項目
リフォーカ本体
LRR-11SC

座部芯材

背部芯材

機械部

操作スイッチ

ヘッドレスト

650mm 
930～1605mm
950~1150mm
415~485mm
約56kg
木合板

金属（鉄）

金属（鉄）

金属（アルミニウム）

木合板 / ファスナー（鉄）

ポリプロピレン

粉体塗装 表面加工
粉体塗装

布 (Ｃ)：ポリエステル 100% 
ウレタンレザー (DH)：ポリウレタン＋ポリエステル

ウレタンフォーム

寸法 幅
奥行き
高さ

重量
構造材

項目
天板オプション
LRRA-06ST-■■

天板芯材

天板表面材

カップホルダー

回転アーム

支柱 / 受け座

樹脂キャップ

585mm 
330mm
552mm
約5.3kg

パーティクルボード

メラミン樹脂

ABS 樹脂

金属（アルミダイキャスト）

金属（鉄）

ABS 樹脂

機械部

脚端

溶剤塗装

天板支柱 / 天板アーム

天板受け金具 溶剤塗装

定格
定格電圧

定格消費電力

定格周波数

定格時間
電源コードの有効長さ

125V

58W

50Hz / 60Hz

120 秒

約 4.3ｍ

ソファ下部機構カバー

「家庭用品品質表示法」に基づく表示

この度はイトーキ製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
この説明書は製品の使い方と、ご使用の上の注意を記載しています。お読み
になったあとも、いつもそばに置いて、わからない時にご再読ください。また、
製品をほかの方に渡す時には、必ずこの取扱説明書を一緒にお渡しください。
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T-H093-リフォーカ A　8 1

P. 8
P. 8

リフォーカ

●商品記号は、 本体の裏側にラベルで表示しております。

取扱説明書
保証の詳細付

リフォーカ　  LRR-11RC



5 点検・お手入れ

6 故障かな？と思ったら

ネジのゆるみ
使用中にボルトやネジのゆるみによるガタツキが生じた時は、増し締めをしていただくことが
長持ちの秘訣です。早めの増し締めをお願いします。
　　　　　

中性洗剤を薄めた液を柔らかい布に浸し、よく絞って拭き取り、洗剤が残らないように
水拭きします。その後、乾いた柔らかい布で十分に乾拭きしてください。

中性洗剤を薄めた液を柔らかい布に浸し、よく絞って拭き取り、洗剤が残らないように
水拭きします。その後、乾いた柔らかい布で十分に乾拭きしてください。

中性洗剤を薄めた液を柔らかい布に浸し、よく絞って拭き取り、洗剤が残らないように
水拭きします。その後、乾いた柔らかい布で十分に乾拭きしてください。

●電源プラグが電源に接続されていることを確認してください。
●電源コードと直流電源装置、直流電源装置と電源プラグが接続されていることを確認してください。
●電源コードが製品の下敷きや機構部に挟まれていないか確認してください。
●機構部分に異物が挟まっていないことを確認してください。
　異物を取り除く際には必ず電源プラグをコンセントから抜いた状態で取り除いてください。
●背やフットレストが壁や物にあたっていないことを確認してください。
　ソファ本体が周囲の物にあたらないように設置してください。
　移動させる場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いた状態で移動してください。
●2分間連続して操作をすると安全装置が働き、18分間動作しなくなる仕様です。

ベンジン、シンナーなどは表面を溶かすことがありますので使用しないでください。

手ではたくか、電気掃除機で
ほこりを吸いとってください。

柔らかい布を水にぬらし、
よく絞って拭いてください

乾いた柔らかい布で拭いてください。

操作スイッチを押しても動作しない。

現象

●機械部分から異音が生じた場合は、ただちに使用をやめ、お買い上げの販売店までご連絡をお願いいたします。異常な音がする。

通常時 ひどく汚れた場合

樹脂部

布部

人工皮革部

点検

お手入れ

異音の発生
使用中に異音が生じた時は、ただちに使用をやめ、
お買い上げの販売店までご連絡をお願いいたします。

中性洗剤を薄めた液を柔らかい布に浸し、よく絞って拭き取り、洗剤が残らないように
水拭きします。その後、乾いた柔らかい布で十分に乾拭きしてください。

シンナー、アルコール類および化学ぞうきんの使用は避けてください。
変色する場合があります。中性洗剤は無色透明タイプをお使いください。
着色料が入っている場合は色移りする恐れがあります。

柔らかい布で磨いてください。
軽くほこりを拭いてください。
水拭きはできるだけ避けてください。

木部

中性洗剤を薄めた液を柔らかい布に浸し、よく絞って拭き取り、洗剤が残らないように
水拭きします。その後、乾いた柔らかい布で十分に乾拭きしてください。

シンナー、アルコール類および化学ぞうきんの仕様は避けてください。
変色する場合があります。中性洗剤は無色透明タイプをお使いください。
着色料が入っている場合は色移りする恐れがあります。

柔らかい布で磨いてください。金属部

注意 ボルトやネジがゆるんだままで使用すると、本体が壊れて怪我をすることがあります。

次のような症状が起きた場合、修理を依頼する前にもう一度、以下の項目をチェックしてください。
チェックしても正常に動作しない場合は、直ちに使用を中止し、電源プラグをコンセントから抜き、お買い上げの販売店まで
ご連絡をお願いいたします。

安全上の注意事項

：一般社団法人日本オフィス家具協会 (JOIFA) による次のような危険性の規定に基づいています。

取り扱いを誤ると死亡または重傷を負う可能性があります。
取り扱いを誤ると傷害または物的損害が発生する可能性があります。

注意の種類の規定

安全に正しくお使いいただくため、必ずお守りください。
このマークは禁止行為を表します。 このマークは行為の指示を表します。

1

本体

注意

警告 注意

注意

警告

警告 注意

注意

警告

注意 警告

警告

警告

警告 警告

警告

警告

警告 警告

ストーブなどの火のそばに
近づけて使用しないでください。布など
に引火して、火事になることがあります。

　　　　　室内の換気をせずに使用し
ないでください。シックハウス症の原因
となることがあります。

座や天板の上に立ち上がら
ないでください。転倒して怪我をするこ
とがあります。

背もたれ、肘当て部分に物
を載せないでください。落ちてきて怪我
や物品が破損する恐れがあります。

必要換気量
(m³/h)

必要換気量
(m³/h)

勢いよく立ち上がったり、座
ったりしないでください。転倒などによ
り怪我をすることがあります。

改造や分解をしないでくだ
さい。本体が破損して怪我をすることが
あります。

ソファの上で歩いたり、遊ん
だり背もたれに登ったりしないでくださ
い。怪我をする恐れがあります。
※特にお子様にご注意ください。

引きずるなど、乱暴な取り扱
いをしないでください。製品や床が破損
し、怪我をすることがあります。

ひじ掛けに乗ったり、腰かけ
たりしないでください。転倒して怪我を
することがあります。

ソファの周り0.8m以内に物
の設置や人が近づく時は注意してくださ
い。天板や背もたれ、フットレストが動く
ことで人や物にぶつかって本体が破損し
て怪我をする恐れがあります。

背もたれを起こした状態に
してから立ち上がってください。転倒し
て怪我をすることがあります。

座の下や機械部分に手や
足・頭を入れたり、潜り込んだりしない
でください。挟んで怪我をする恐れがあ
ります。

製品のすきまに物を差し込
んだり、かぶせたりしないでください。
製品の故障や感電することがあります。

フットレストの上に座らない
でください。本体の故障や転倒による
怪我の原因となる恐れがあります。

配線類の上に製品を設置し
ないでください。機械部分に挟まれ、断
線することがあります。

配線部やコンセントに水など
の液体や異物、ゴミが入らないようにして
ください。電気ショートによって発火する
恐れがあります。

コードを持って抜かないで
ください。コードが破損し、感電や火災、
ショートの原因となることがあります。

濡れた手で抜き差ししない
でください。感電することがあります。

コードを束ねたままのご使用
は過熱することがあり、危険ですので伸
ばしてご使用ください。

2分を超える連続操作はしな
いでください。発火や故障などの原因と
なることがあります。
※モーター定格時間：2分以上の連続運転で
18分間停止する仕様

注意

必要換気量
(m³/h)

20×居室の床面積 (m²)
1人当たりの占有面積 (m²)

建築基準法に基づく方法
オフィス内における換気量算出の一例です。
※20 は成人男性が静かに座っている時の CO2 排出
※1人当たりの占有面積が10(m²) を超える場合、10(m²)
　とします。

必要換気量の求め方

=

2 7

２分以上



天板オプションは2軸とも
360°回転します

　
移動時にはゆっくりと回転させてください。
最大積載量以上の物を載せないでください。
一部角度でカップホルダーと本体が接触しますので、手や指を挟まない
ようご注意ください。

　　天板にガタツキや大きな傾きが発生した場合は、使用を中止してください。

天板を両手で保持し、
用途に応じた位置まで水平に動かしてください。

ヘッドレストを両手で持ち上下に平行移動させて、
任意の位置になるように調整してください。
可動できるストロークは100mmです。
　

本体後方から伸びている電源プラグをコンセントへ差し込ん
でください。コードは本体操作スイッチ側、後端より約30cm
手前の座下から出ています。
　
　電源コードの上に製品を配置しないでください。　　
　コードの全長は約430cmのため、電源の位置を確認して
　から配線してください。
　コードは伸ばした状態でご使用ください。
　余ったコードは座面の下に潜り込ませずに、本体後方に配置して本体の
　動きに干渉しないことを確認してください。

電源コードが途中で外れた時には、
下記の電源コードの構成を参考につなぎ直してください。
※必ず最後に電源プラグをコンセントへ差し込んでください。
　

約430cm

約30cm

100mm

使用中、左右で高さに違いが出ることがありますが、
故障や異常ではありません。手で水平になるように戻してください。
上下方向以外にヘッドレストを動かさないでください。
ヘッドレストの裏側に指や手を入れないでください。
ファスナー部分に挟まれ、怪我をすることがあります。
用途以外の仕様や乱暴な扱いをしないでください。

可動範囲
半径500mm

側面から
500mm

前端より
400mm

天板オプションを使用する際は可動範囲内に人や物がない
ことを確認してから使用してください。
壁面や設置物が可能範囲内にある場合は、天板をぶつけない
ように注意して使用してください。

②
①

本体と直流電源装置のつなげ方
①本体側の端子を直流電源装置側の端子
　へ差し込む。
②直流電源装置側の端子のカバーを本体
　側の端子にかぶせる。

直流電源装置へ

電源プラグへ

電源プラグ

本体へ

直流電源装置と電源プラグのつなげ方

直流電源装置

注意

注意

注意

配線の方法

ヘッドレストの操作方法

天板オプションの操作方法

2 使用上の注意事項 このマークは禁止行為を表します。 このマークは行為の指示を表します。

警告

注意

警告 警告

警告 注意 注意

天板オプション

布地

木材

傾斜している場所や凹凸のある場所に設置しないでください。転倒や破損の原因となります。
移設の際は本体を持ち上げて移動させてください。床面の破損や転倒による怪我の原因となります。
床にそのまま設置し、使用すると床材の種類によっては、脚端の跡がつく場合がございます。
ご使用の際は、カーペットなどの敷物を敷いて使用されることを推奨いたします。
ヘッドレストを乱暴に扱わないでください。ファスナーの破損や怪我につながる恐れがあります。
天板上に寄りかかったり、腰かけたり、手をつくなど負荷をかけないでください。転倒や破損による怪我の恐れがあります。
天板を回転させる際はゆっくりと回転させてください。机上の物が落ちたり、飲み物がこぼれることがあります。
天板にガタツキや大きな傾きが発生した場合は、使用を中止してください。
機械部分やすきまに、手や指を入れないでください。挟んで怪我をすることがあります。
可動部に注油しないでください。油がたれて、床や衣類を汚す原因となります。
複数台の本体を設置する場合、1台につき1系統の電源を用意してください。1系統の電源に複数台の本体を接続するとブレーカーが落ちることがあります。
本体を接続している電源系統に、電気ストーブのような消費電力の大きな機器を接続しないでください。

回転させる時は天板と回転
部分、ソファ本体とのすきまに指を置か
ないでください。挟んで怪我をする恐れ
があります。

ボルトやネジが緩んだまま
使用しないでください。本体が壊れて
怪我をすることがあります。

天板には耐荷重以上の
物を載せないでください。落下や製品
の転倒変形により怪我をする恐れがあ
ります。

カップホルダー以外の場所
に飲み物を置かないでください。飲み
物がこぼれて感電や発火する恐れがあ
ります。

感電・火災。落下などの原因となりますので、下記の事項は絶対に行わないでください。
●製品の分解、改造
●適合部品・適合照明器具以外の取付け
●急激な温度変化で結露が生じる恐れのある場所での使用

感電・火災などの原因となりますので、下記の事項は必ず守ってください。
●コンセントに伝導性のあるクリップ・工具を差し込まない。
●異常が生じたら速やかにコンセントを抜き、お買い上げの販売店までご連絡をお願
　いいたします。
●必ず定格電圧（125V）以内で使用する。
●コードが傷ついたままのご使用はお止めください。
●電源プラグは根元まで確実に差し込み、緩んだコンセントは使用しない。

直射日光は変色を早めます。
布地は時間の経過とともに色褪せしますが、
特に直射日光は、紫外線により変色を早めます。

ひどい汚れは
完全に落ちないことがあります。
繊維に汚れがしみ込むと、完全に除去すること
が困難になります。汚れが付いた時は、できる
だけ早めに拭き取ってください。

ほこりがたまりがちです。
布地にほこりがつくと織り目に入ってたまります。
定期的な清掃をお願いします。

人口皮革
直射日光や熱で劣化します。
日光や暖房器具などの熱に長くあたると、材質
が劣化し、表面が損なわれたり、もろくなったり
します。カーテンやブラインドなどで直射日光
から守ってください。

火にふれると表面が溶けます。
タバコの火や、マッチの燃えカスの落下にご注
意ください。

シワ、伸び
同じ部分に集中的に（ピンポイント）着座する
と、シワや伸びが目立つようになります。

金属
サビが生じます
高い湿度の中にあると、サビが生じることがあ
ります。また、塩分もサビを促進します。時々
ワックスがけをして表面を守ってください。

硬い物をぶつけると
塗装がはがれます。
鋭利な角のある物で衝撃を与えたり、硬質な
物でひっかくと表面の塗装やめっきがはがれ
ることがあります。

換気
換気や通風を十分に
心掛けてください。
製品購入当初は化学物質の発散の多いことが
あります。しばらくの間は、換気や通風を十分
に心掛けてください。また、室内が高温（温度
28℃湿度50%超えが目安）になる場合には窓
を閉め切らないか、強制換気をしてください。

天板の最大積載量：10kg
カップホルダーの最大積載量：1kg

電源プラグ、電源コードについて、感電・火災などの原因となりますので、下記の事項は絶対に行わないでください。
●付属の電源コード・直流電源装置以外は使用しないでください。
●ほかの製品に付属の電源コード・直流電源装置を流用しなでください。
●傷ついたコードの交換、分解、修理、改造を行わないでください。
　（プラグやコンセントが破損した時は直ちに使用を中止し、お買い上げの販売店までご連絡をお願いいたします。）
●以下の行為を行わないでください。
　交換する/傷つける/加工する/熱器具に近づける/無理に曲げる/ねじる/引っ張る/重たい物を上に載せる/束ねる/可動部分に挟む/ソファ本体でつぶす

直射日光が当たると変色します。
直射日光は製品の反り、ひび割れ、変色の原因
となります。お部屋の条件によりカーテンや
ブラインドなどをご使用ください。

冷暖房の風を直接当てると狂い、
変色が生じます。
冷暖房の使用により、製品の反り、ひび、割れ、
狂い、変色の原因となることがあります。冷暖
房から遠ざけて設置してください。

湿気を吸うとカビや腐食が発生します。
適度な湿度は、製品のカビや腐食の原因になり
ます。壁から少し離して設置するなど、風通し
にご留意ください。

硬い物を直接当てると傷がつきます。
鋭利な角のある物をぶつけたり、硬質な物
を引きずると、表面に傷をつけるもとになり
ます。

木目は製品ごとにちがいます。
天然木を使用している箇所は、木の良さを肌で感じられますが、
「色調」「木目柄」などの質感は異なります。特に、隣り合う商品
同士では、素材の違い、木目の違いから差を感じることがあります

虫の食害があります。
使用中に虫がつくことがあります。
食害を見つけたら早めの対処をお願いします。

木質部にとめたネジはゆるみます。
使用中にボルトやネジのゆるみによるガタツキ
が生じた時は、増締めをお願いします。
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4 ご使用方法

　操作スイッチを使用することで、背もたれとフットレストを操作することができます。
　本体を電源に接続し、着座時左手側にある操作スイッチを押して、用途に応じた適度な角度まで動かしてください。
　一定角度で背もたれ、フットレストは停止します。

ソファを操作する時は周囲に人や物がないことを確認してから、座った状態で操作スイッチを押してください。
背もたれを起こした状態にしてから立ち上がってください。転倒による怪我につながることがあります。
座や機械部分の下に手・足・頭を入れたり、潜り込んだりしないでください。挟んで怪我をすることがあります。
座や肘当て、天板の上に物を置いたまま、電動ソファを操作しないでください。物品の落下や飲み物がこぼれることがあります。

■専用アドサイトブース内部へのソファ本体の設置
　操作時に変形した本体とブースが接触しないようにすきまを設けて配置してください。
　いずれの組み合わせにおいてもソファ後方端とアドサイトブースの間には15cm以上のすきまを設けてください。
　また、ソファ側面とブースの間には10cm以上のすきまを設けてください。
　設置後、電動ソファを操作して、背やフットレスト、肘当て部分、天板オプションがブース壁面や棚板と接触しないことを確認
　してください。

■天板オプション付きソファの設置
　操作時に変形した本体とブースや周辺の設置物が接触しないよ
　うにすきまを設けて配置してください。
　ソファ本体は奥行200cm以上×幅80cm以上の空きスペースに
　設置してください。
　設置する時、前方に60cm、後方に15cm以上のすきまを必ず設
　けてください。ソファ本体の可動に必要な空間です。

■ソファの設置
　操作時に変形した本体とブースや周辺の設置物が接触
　しないようにすきまを設けて配置してください。
　ソファ本体は奥行200cm以上×幅70cm以上の空きス
　ペースに設置してください。
　設置する時、前方に60cm、後方に15cm以上のすきま
　を必ず設けてください。ソファ本体の可動に必要な空
　間です。
　

座奥側 座前側 座奥側 座前側

リクライニング機能を使用する時

フットレスト：上がる

背もたれ：起きる背もたれ：倒れる

フットレスト：下がる

元に戻す / 立ち上がる時

移動させる時に2人でソファの左右に立ち、
肘当ての下側をつかみ、持ち上げて移動させてください。

　 移動は必ず2人以上でソファを持ち上げて移動してください。
　 機械部分に指を挟まないように注意してください。
　 電源プラグを電源から外してからソファを移動させてください。
　 ソファを押したり、引きずらないでください。

後方
15cm以上

直立状態 最大後傾状態

前方
60cm以上

70cm以上 70cm以上

200cm以上

操作する時は周囲に人や物のないことを確認してから操作スイッチを押して操作してください。
操作途中で背やフットレストが物に接触した時は操作を中止し、位置を調整してください。
配線などを踏んでいないことを確認してください。
使用する体勢やお客様の体形によってはフットレストより脚がはみ出すことがあります。前方の設置物に脚が当たる場合はソファの位置を調整してください。

直立状態 最大後傾状態
80cm以上 80cm以上

前方
60cm以上

200cm以上

天板最大可動時
113cm

天板最大可動時
113cm

後方
15cm以上

注意

電動リクライニング

ソファの移動

注意

注意

ソファの設置

セミオープンブース クローズブース
ワイド方向出入口仕様 正面方向出入口仕様

※右側開口の場合は上図の左右反転

1５cm以上

10cm以上 10cm以上 10cm以上

直立状態 後傾状態

3 各部の名称

操作スイッチ

天板

カップホルダー

天板支柱

背

ヘッドレスト

肘当て

フットレスト

座

脚端

直流電源装置

電源プラグ
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